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日本中東学会第 37 回年次大会プログラム 

日時：2021 年 5 月 15 日（土）、16 日（日） 

開催校：立命館大学（Zoomを利用したオンライン開催） 

 

第 1 日：2021 年 5 月 15 日（土）  

※Zoom ウェビナー（事後配信予定） 

 

13:00～15:50   公開講演会 

「危機に対応する中東地域研究：9.11 事件から 20 年、「アラブの春」から 10 年、コロ

ナ危機から 1 年」 

 

現代の中東では、およそ 10 年を区切りにそれまでの秩序を大きく揺さぶるよう

な危機が起こってきた。21 世紀に入ってからも、2001 年の 9.11 事件、2011 年の「ア

ラブの春」、そして、2020 年から今日まで続くコロナ危機によって、中東各国の政

治や社会のあり方のみならず、中東という地域の国際社会における位置づけや役割

も変化を余儀なくされてきた。 

こうした危機は、必然的に中東地域研究のあり方に見直しを迫ることとなったが、

それと同時に、新たな現実を捉えるための学知を生み出すことを促進してきた。学

際性を強みとしてきた中東地域研究は、歴史学、宗教学、人類学、政治学、国際関

係学などの知見を融合・再編するかたちで、中東という地域の動態を掴むことを求

められてきた。 

本公開講演会では、9.11 事件、「アラブの春」、コロナ危機からそれぞれの 20 年、

10 年、1 年の節目となる今年 2021 年において、これらの危機によって生まれた新た

な現実とは何であったか、それに対応するために中東地域研究はどのようにアップ

デート／アップグレードをしてきたのか、そして、どのような課題が残されている

のかについて、考えてみたい。そして、この作業を通して、中東地域研究が日本に

おける中東理解に貢献してきたことをあらためて確認し、社会に向けて発信したい。 

 

プログラム： 

司会：鳥山純子（立命館大学／大会実行委員） 

開会挨拶：末近浩太（立命館大学／大会実行委員長） 

13:05〜13:35 報告者①：保坂修司（日本エネルギー経済研究所）「9.11事件から20年：日

本にとって9.11事件とは何だったのか？」 

13:35〜14:05 報告者②：横田貴之（明治大学）「「アラブの春」から10年：中東政治と中

東政治研究の現在」 
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14:05〜14:35 報告者③：黒木英充（東京外国語大学）「コロナ危機から1年、スペイン風

邪から100年：COVID-19 の先の中東と中東研究」 

14:35〜14:50 休憩 

14:50〜15:05 討論者①：今井宏平（日本貿易振興機構アジア経済研究所） 

15:05〜15:20 討論者②：酒井啓子（千葉大学） 

15:20〜15:50 全体討論 

 

16:00～17:00 日本中東学会総会 

 

第 2 日：2019 年 5 月 16 日（日） 

※Zoom ミーティング（原則として事後配信なし） 

企画セッション 13:30～15:00  

個人研究発表 9:00～10:20／10:40～12:00／15:10～16:30  

懇談・休憩時間 10:20～10:35／12:00～12:15／16:30～16:45  

（個人研究発表 2 名ごとに、間に懇談時間を設けております） 

＊氏名の右側の（ ）内は所属。J は大学院生を指す。 

 

【企画セッション】 
13:30～15:00「文学をとおしてアラビア語を教える」 

司会：榮谷温子（慶應義塾大学） 

発表者： 近藤久美子（大阪大学）「日本文学作品のアラビア語翻訳について」 

オーハン・エルマス（セント・アンドルーズ大学）「Teaching Arabic through the 

Nights（英語による発表）」 

モハンマド・ファトヒー（東京外国語大学）「リーディング教材をコミュニカ

ティブに ：タウフィーク・アルハキームの作品を使った授業実践」 

コメンテーター：ハルドゥーン・フセイン（東京外国語大学） 

 

 

【個人研究発表】 
第 1 部会 

9:00～9:40  ハルドゥーン・フセイン（東京外国語大学）「History of the Fatwas of Takfir 

since the Abbasid Caliphate and its political influence: The Fatwas of Ibn Taymiyyah as an 

example」 

9:40～10:20 堀井聡江（桜美林大学）「効果判決と有効判決―イスラーム訴訟法における

既判力」 

10:40～11:20  篠田知暁（東京外国語大学）「サード朝期グマーラ地方の「駆け落ち騒動」
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から見る山村の法学者」 

11:20～12:00  平寛多朗（日本学術振興会）「チュニジアの中等学校におけるアラビア語

教育」 

15:10～15:50 ヘバタッラー・オマル（名古屋大学 J）「アラブの語り物をめぐる考察―

ジェンダーの向こうで」 

 

第 2 部会 

9:00～9:40 モハンマド・ファトヒー（東京外国語大学）「Zoom 及び G Suite を用いたア

ラビア語のオンライン授業の取り組み」 

9:40～10:20 竹田敏之（京都大学）「現代アラビア語における「標準」とは何か：クルア

ーン読誦流派の影響とその実証的考察」 

10:40～11:20 アルモーメン・アブドーラ （東海大学）「日ア語によるテクスト翻訳に見

る異文化伝達とそのアプローチ」 

11:20～12:00 村上武則（京都大学 J）「クルド語の定義とその操作」 

15:10～15:50 岡崎英樹（四天王寺大学）「10 世紀のアラブ文法学における 5 分類」 

15:50～16:30 榮谷温子（慶應義塾大学）「アラビア語エジプト方言の従属節におけるテ

ンス・アスペクト」 

 

第 3 部会  

9:00～9:40  白谷望（愛知県立大学）「モロッコにおける分断的な政治領域の形成と再生

産」 

9:40～10:20 木戸皓平（東京外国語大学 J）「外部介入を招く外交のコンシステンシーと

インコシステンシー：2000 年以降のシリアを事例に」 

10:40～11:20 ケイワン・アブドリ（神奈川大学）「「イスラーム革命防衛隊」とイラン経

済：「経済アクターである軍隊」の一事例」 

11:20～12:00 徳永 佳晃（東京大学 J）「イランにおける議会政治の再始動：第 1 次ガヴ

ァーム内閣（1921–1922）の財政改革」 

15:10～15:50 鈴木慶孝（大阪経済法科大学）「トルコの移民難民統合に関する批判的一

考察：国民社会との「調和（Uyum）」をめぐる問いから」 

15:50～16:30 小林和香子（独立研究者）「イスラエル人女性による平和運動「Women 

Wage Peace」の挑戦 」 

 

第 4 部会 

9:00～9:40 濱田聖子（東京大学）「9 世紀における著書執筆の諸相：ジャーヒズを例と

して」 

9:40～10:20 辻大地（九州大学 J）「アッバース朝期イスラーム社会における「異性装」」 
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10:40～11:20 成地草太（明治大学 J）「オスマン帝国におけるチェルケス人難民と地方

住民との衝突：1860 年代後半のラズィスタン県知事文書にみるバトゥミ郡の事例」 

11:20～12:00 矢本彩（明治大学 J）「オスマン帝国における 1909 年「3 月 31 日事件」お

よび『火山』紙の政治的側面」 

15:10～15:50 田中雅人（東京大学 J）「レバノン山地特別県のムスタファー・アルスラ

ーンとその一族：19 世紀後半から 20 世紀初頭のドルーズ派有力者とオスマン朝」 

15:50～16:30 坂田舜 （九州大学 J）「オスマン帝国末期における諸民族女性観に関する

考察」 

 

第 5 部会 

9:00～9:40 外山健二（山口大学）「ホイットマンとスーフィズム」 

9:40～10:20 本間流星（京都大学 J）「植民地期南アジアにおけるスーフィズム思想：ア

シュラフ・アリー・ターナヴィーの存在一性論とイブン・アラビー擁護の論理」 

10:40～11:20 福永浩一（上智大学）「イスラーム中道派思想家によるスーフィズム解釈」 

11:20～12:00 早川英明（東京大学 J）「レバノンの共産主義者たちはキリスト教徒をど

のように表象したか」 

15:10～15:50 渡邊文佳（早稲田大学 J）「アッラール・アル＝ファースィーのマシュリ

ク講演にみるモロッコ・ナショナリズムの主張」 

15:50～16:30 岡﨑弘樹（日本学術振興会）「シリアの作家は暴力とレイシズムの「反復」

をいかに理解したのか?」 

 

第 6 部会 

9:00～9:40 幸加木文（千葉大学）「トルコの人権問題に関する議論の批判的検討」 

9:40～10:20 小山友（千葉大学 J）「オランダの親トルコ政党に対する再評価：2021 年 3

月の下院議会選挙における動向と選挙結果を中心に」 

10:40～11:20 小島宏（早稲田大学）「ベルギーのムスリム若者における宗教実践と初婚

タイミング」 

11:20～12:00 望月葵（京都大学 J）「ヨーロッパにおけるシリア難民の社会的包摂：帰

属とシティズンシップをめぐって」 

15:10～15:50 李眞惠（イ・ジンヘ）（日本学術振興会）「中央アジアにおける多民族共存

とエスニックマイノリティ：カザフスタンの高麗人（コリョ・サラム）を事例に」 

15:50～16:30 桐原翠（日本学術振興会）「ハラール産業研究の視座と射程：イスラーム

経済・イスラーム法・食の多文化共生」 
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